
◎有望な極多収系統大豆の普及により、単収向上が期待できます。
（極多収系統大豆：農研機構により開発が進んでいる、極多収性を備
えた米国産と日本の品種を交配させた系統大豆。）

大豆収量拡大の取組み ～極多収系統の普及促進～
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【我が国と米国等における大豆単収の推移（ＦＡＯ）】
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